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Ⅰ 概 要

　自然しらべは、全国で一斉に自然をしらべる市民参加
型の環境教育プログラムとして、1995年から実施して
います。毎年のテーマを変えながら、地域ごとの自然環
境の様子をしらべてきました。各テーマを通じて生物多
様性を感じ・知る機会を作り、また参加を通して楽しく
自然観察をしながら、地域の自然を大切に思う気持ちを
育むことを目的として実施しています。
　「自然しらべ2012貝がらさがし！」は2012年７月１
日～９月30日までの期間に、誰でもが容易に砂浜で拾
える貝がらをテーマに、小さなお子さんから専門家まで
が、全国各地で一斉にしらべました。
　貝がらは、海辺の自然環境の状態を知る手掛かりとな
る生きものです。そのため、たくさんのポイントをしら
べて比較することで環境の変化がわかります。
　今回の調査では、誰でもが参加できるよう対象の貝を
写真に撮って当会に送っていただく方法をとりました。

また2011年に発生した東日本大震災の影響の把握と、
震災のために遠ざかってしまった海と人の関係を取り戻
すことも意図しました。
　調査の主な目的は、海岸の状況をしらべること、地球
温暖化の影響をしらべること、海流の年による違いをし
らべること、外来種の分布拡大の状況をしらべることで、
20種類の貝がらを選定してマニュアルで紹介しました。
　また、参加の機会を増やすべく、親子を主な対象とし
た「砂浜かんさつ会＆貝がら教室」を、神奈川県鎌倉市、
千葉県千葉市、東京都渋谷区、三重県津市で実施しまし
た。調査報告会は翌年2月に東京都千代田区で実施しま
した。
　日本自然保護協会の会員・自然観察指導員の皆さまに
は、ご家族での参加や、仲間を集めて自主的に海辺で自
然観察会を行うなどして、自然しらべをサポートしてい
ただきました。

自然しらべ2012  貝がらさがし！ とは

過去の自然しらべのテーマとのべ参加者数

年度 テーマ のべ参加者数 NACS-Jの関心事など

1995 川 4,000人 長良川河口堰の運用開始

1996 海・湖沼 3,419人 生物多様性国家戦略の策定

1997 里やま 2,460人 愛知万博の開催決定  

1999 里やま 4,417人 愛知万博のアセスメント開始

2000 川 4,000人 （5年後のモニタリング）

2001 気になる自然 750人 NACS-J設立50周年

2002 渚（海・湖沼） 985人 自然再生推進法の制定

2003 カメ 1,029人 外来生物法の検討

2004 カタツムリ 1,599人 外来生物法の制定

2005 10年目の川 1,619人 （10年後のモニタリング）

2006 バッタ 3,322人 生物多様性国家戦略の点検 

2007 セミのぬけがら 19,871人 気候変動と生物多様性

2008 カマキリ 2,420人 生物多様性基本法の制定 

2009 湧き水 1,987人 生物多様性と生態系サービス 

2010 川 2,246人 生物多様性と生態系サービス

2011 チョウ 10,517人 気候変動と生物多様性 

2012 貝がら 1,856人 海洋・海岸の保全

1
貝がらさがし!



自然しらべ 2012 貝がらさがし！とは
調査方法

　主な調査参加者は、自然しらべのことを新聞やFM放
送、誌面協賛誌などで知った一般市民の方々です。イン
ターネットや全国各地のビジターセンターで参加マニュ
アルを手に入れたり、日本自然保護協会や地域の自然保
護NGO、自然観察指導員連絡会等の会報への同封物と
して配布された参加マニュアルを利用するなどして、全
国各地で自然しらべに参加していただきました。
　参加マニュアルは、誰でもが参加できる調査でも、精
度の高い調査を実施するため、すべての記録に見つけた
場所と日付とともに、各個体の写真を添付していただき
ました。
　日本自然保護協会に届いた調査記録は、学術協力者の
黒住耐二さん（千葉県立中央博物館主任上席研究員）が、
貝がらの記録写真を一枚一枚すべて確認することで、記

録の信ぴょう性を高めました。
　結果の解析を終えた2013年１月には、日本自然保護
協会の全会員と参加者に、各自が調べてくださった貝が
らの種名をお伝えするとともに、結果レポートをお送り
して概要を報告しました。

調査方法

調査の流れ

※希少種の記録は非公開です。

自然しらべを知る
（新聞やラジオでの報道・誌面協賛誌、会報等）

貝がらの写真と調査票を日本自然保護協会に送る
（メール、郵送、ウェブサイト（生きもの情報館））

日本自然保護協会が調査記録を解析して結果を発表
（結果レポート、ウェブサイト、本報告書等）

調査結果を参加者
の皆さんに送付

報道機関に
結果を発表

研究者・団体等に
記録データを公開

マニュアルを手に入れる

家族や友達を誘う

カメラを持って海辺に貝がら探しに出かける

砂はま観察会＆貝がら教室に参加する

回復してきた貝・回復していない貝

●ベニガイ

●ミクリガイ

●ヤカドツノガイ ●タカラガイ類 ●シマメノウフネガイ

●ウバガイ

南方系の貝・北方系の貝の動向

貝類は、1960-70年代の高度経済成長期の海の水質汚染や海
岸の埋立て、内分泌かく乱物質（環境ホルモン）等の影響により、
多くの種が激減してしまいました。幸い良い環境が残された海岸も
まだまだありましたが、世紀をまたぐ約20年間で、これらの場所でも
さらに貝類の減少傾向が続きました。
しかし近年、各種の環境規制等により生息の回復傾向が見られ、
今回のデータからもその状況が明らかになりました。
その一つがベニガイです。かつては全国各地の砂浜でよく見られま
したが、近年姿を消していました。それが今回の調査では、日本海
側を中心に比較的多くの地点から報告がありました。同じような傾
向は、ミクリガイでも認められました。ただミクリガイはもともと日本海

側に少ないことにもよるものなのか、太平洋側に記録が偏りました。
逆に生息の回復が遅い対象種は、ヤカドツノガイ・ビワガイ・イソシ
ジミでした。
古典文学にも登場するサクラガイについては、瀬戸内海を中心に
北海道を含む広い地域から確認されました。また、同じ仲間の別種
も比較的多くの報告がありました。解析の結果、外海に面した海岸
にすむカバザクラはベニガイと同じく日本海側を中心に見つかりま
した。一方、高度経済成長期までは普通種だったユウシオガイ、モ
モノハナ、オオモモノハナは、全て10地点未満の記録しかなく、ユ
ウシオガイは九州周辺のみの報告でした。この3種はいまだ回復し
ていないと考えられます。

地球温暖化の影響により、南方系の種が北に分布域を広げている
例が、さまざまな生きもので報告されています。貝類でも分布域が北に
広がっていることが、アシベマスオガイ等の種で報告されています。た
だ今回集まった記録からは、今まで知られていた分布域を越えた記録
はありませんでした。南方系のタカラガイ類でも、各地の種の組成もこ
れまでとほぼ同様でした。
一方、その分布が紀伊半島以南とされながら、高度経済成長期以降、
本州から九州ではほとんど見られなくなっていたイソハマグリが愛媛県
で確認されたのは、地球温暖化の影響と生息の回復の結果と思われ
ます。　
またウバガイ、サラガイ、ビノスガイ等の北方系の貝が、分布域をより
北に後退させているか、併せてしらべました。食用名「ほっきがい」の方
が通りのよいウバガイは、従来通り分布南限の関東地方でいくつもの
記録がありました。このように北方系の対象種については、分布の北
上傾向は認められませんでした。

気になる外来種の状況

ヒーローがいっぱい！　
アオイガイの報告がたくさん届きました

これまでの経験から、アオイガイは冬の日本海沿岸に打上げら
れ、夏場には薄いからは壊れてしまい、報告数が少ないのでは
ないかと考えていました。ところが、「アオイガイを拾ったらヒー
ロー」と当企画が新聞記事で紹介されたことからか、「夏場にも
アオイガイが打ち上がっています」と、全国各地から予想以上
の報告がありました。

貝がらをしらべて、こんなことが見えてきました

外来種の分布の変化を知るため、4種類の外来の貝も対象種と
しました。戦前に帰化したムラサキイガイ（在来種のキタノムラサキ
イガイを含みます）は、北海道から種子島まで多くの地点から報告
されましたが、他の対象種の確認地点は多くありませんでした。　
特にホンビノスガイは、1990年代後半に最初に発見された東京
湾のみから、ミドリイガイ※も既知の分布域（東京湾と相模湾、瀬
戸内海等）から報告があったのみでした。
1960年代後半に東京湾口で発見されたシマメノウフネガイは、
東北地方南部から東京湾、伊勢湾、瀬戸内海の広い地域から報
告がありましたが、日本海側では石川県からの１地点のみの報告
しかなく、日本海側ではあまり増加していないようです。

※ミドリイガイは外来種ではないという見解もあります。1960年代後半に瀬戸
　内海東部で、1980年代に大阪湾・東京湾で発見されています。

そのほか、本結果レポートに掲載しきれなかった集計・解析結果は、NACS-Jのwebサイトと報告書で公表していきますので、ぜひご覧ください。

成果報告会のお知らせ！

今年の自然しらべの成果を、人と貝の歴史等も取り混ぜながら
お話しします。

●定員：先着40名（参加費300円）
●講師：黒住耐二（学術協力者・千葉県立中央博物館）
●日時：2013年2月8日（金）18時半～20時
●場所：自然環境情報ひろば 丸の内さえずり館（東京都千代田区）
●アクセス： ＪＲ又は地下鉄有楽町線、有楽町駅徒歩2分、
 日比谷線日比谷駅徒歩5分
●申込み：日本自然保護協会・自然しらべ係（Tel 03-3553-4105）

●ベニガイ
●ミクリガイ

〒104-0033 東京都中央区新川1-16-10ミトヨビル2F TEL:03-3553-４１０５ FAX:03-3553-0139 shirabe2012@nacsj.or.jp

「自然保護」NO.531（2013年1月1日発行）付録

 http://www.nacsj.or.jp

あなたも自然を守る仲間になりませんか　会員募集中！

Design  InterStudio inc.

NACS-J自然しらべとは　
毎年のテーマ（観察対象）を、全国各地で一斉にしらべる、市民参加型の環境
教育プログラムです。親子や友人を誘って参加してみると、みんなで身近な場
所の生物多様性に気づく機会にもなります。また、みんなでしらべることで、自然
を守る大きな力にもなります。1995年にスタートし、今年で17回目。これまでの
テーマは、川（1995）、海・湖沼（1996）、里やま（1997）、里やま（1999）、川
（2000）、気になる自然（2001）、渚［海・湖沼］（2002）、カメ（2003）、カタツ
ムリ（2004）、10年目の川（2005）、バッタ（2006）、セミのぬけがら（2007）、
カマキリ（2008）、湧き水（2009）、川（2010）、チョウ（2011）。のべ参加者数
は約66,000人になりました。

●主催：日本自然保護協会 ●共催：読売新聞東京
本社 ●協賛：サニクリーン、JR西日本 ●誌面協賛：
『一個人』KKベストセラーズ、『ecomom』日経BP社、
『旅の手帖』『散歩の達人』交通新聞社、『日経サイエ
ンス』日経サイエンス社、『マリンダイビング』水中造形
センター ●協力：学研グループ、モンベル、カロラータ、
パタゴニア、こどもエコクラブ、日清製粉グループ本社、
E - n e !～g o o d f o r y o u、NEC p r e s e n t s 

THE FLINTSTONE ●活動助成：東京ガス環境おうえん基金 ●学術協力：
黒住耐二（千葉県立中央博物館主任上席研究員）●イベント協力：池田等、
清野正義、白鳥敏夫、谷口優子、福田良昭、松山伸二、山下博由 ●学生
アシスタント：栗田佳行、西山千晶（損保ジャパン環境財団CSOラーニング
制度インターン生）、岡田八恵（東海大学）、江口恵人、小林修悟、高桑圭、田所
佑布子（法政大学）●のべ参加者数：1,833人 ●調査地点：385カ所
●実施期間：2012年7月1日～9月30日

結果レポート編

ま と め

参加者からの感想

今年の自然しらべでは、今の海辺の状況を「貝がら」を通して、
その変化をとらえました。届いた記録をすべて確認して解析した
ところ、変化の原因が、生息域の回復なのか、環境の悪化なの
か、地球温暖化なのか、貝がらが示してくれました。
たとえば、高度経済成長期の水質汚染や海岸の埋立て、その
後の内分泌かく乱物質等による種類の減少の後、生息域が確
実に回復しつつあるベニガイのような種もありましたが、一方、
思ったより集まったデータの少ない貝もあり、回復傾向は種に
よって異なっていました。全体として高度経済成長期以前の状
態に戻っているとは考えられませんでした。
また地球温暖化に関しても、貝類を通してみた場合、大きな変化
は見られませんでした。組成が激変しているのではなく、現時点
での変化はかなり緩やかだということです。“何だ、大したことな
いな”と考えられる方も多いでしょうが、これが実態だと思います。

トピックスとして報道等では、自然界の短期間の激変が
取り上げられますが、全体を見渡した場合、必ずしもそのような
例だけではないことを理解していただけたらと思います。
今回対象にした種の多くは、プランクトン幼生によって分布域を
広げている、各地の海岸で普通に見られていた種です。今や普
通の種がセットで残っている場所はほとんどないのでしょう。
これから、守るべきは「普通の貝が普通に生息している環境」で
あり、そのような環境には、多くの希少な生物も生息している
可能性が高く、普通の貝が生息できる環境を大切にしていく
ことを願います。
誰にでも簡単にできる「貝がらさがし」。その結果を積み重ねる
ことによって、過去の様子や他地域との比較ができるようになり
ます。貝は名前を覚えるのに少し苦労は必要ですが、今回の
自然しらべがその入口になれれば嬉しい限りです。

黒住耐二（自然しらべ学術協力者/千葉県立中央博物館主任上席研究員）

誰でもが浜辺で拾うことができる貝がらは、海辺の自然環境の様子を知る手掛かりとなります。今回、全国

各地の皆さんと一緒にしらべて448件の報告がありました。そのデータをひとつひとつ確認して解析

した結果、385カ所の海岸から3,700件の記録が得られました。ここでは、しらべる対象にした貝の結果を

中心に報告します。

結果レポート

子どものころ（40年前）と貝の種類が変
わっていて驚きました。

田川裕康さん（神奈川県）
予想以上に子どもの反応がよく、貝がらを
探すことを楽しみました。拾った貝の同定
も義父と一緒に行い、家族みんなで楽しみ
ながら参加できました。

藤田好恵さん（岐阜県）

今までは、ただ漠然と眺めていた貝がらの形
も、よく見ると微妙な違いがあることに初め
て気づかされた。

「自然しらべ2012」は、東京ガス環境おうえん基金の助成を受けて実施しています。

子どもたちは、日頃気にもとめていない貝
がらを探し、手に取るたびに「きれいな貝。
大きな貝。小さな貝があった。」等口々に歓
声があがりました。自然を見つめるよい機
会になりました。 日高清志さん（大分県）

西出桃子さん（千葉県）

夏休みにおじいちゃんの家の裏の海岸で、
普通に落ちている貝を見つけて報告するだ
けで、調査の役に立つかもしれないから
うれしかった。 西浜優衣さん（福岡県）

息子と身近な自然について話し合うきっか
けになりました。 森島颯さん（兵庫県）

宝探しのように貝を見つける度に「あっ
た！！」と子どもと楽しく浜辺で過ごすことが
できました。同じ瀬戸内の海でも、海岸に
よって貝の種類も様々で、いろいろな発見
ができました。 藤原いずみさん（広島県）

参加マニュアル

結果レポート
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調査マニュアル
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調査マニュアル
実施状況

　自然しらべに参加してくださった方は、のべ1,856人
でした。日本自然保護協会に、448カ所での調査記録が
届きました。そのうち2012年以外の記録や、同じ場所・
同じ日の記録などの重複した情報や写真から種が判別で

きない貝がらなどを除き整理した結果、調査地点385カ
所、貝がらの報告数3,640件の情報が集まりました。そ
のデータを用いて集計・解析を実施しました。

実施状況

のべ参加者

調査参加者 1,625人

砂はま観察会＆貝がら教室（４回） 201人

成果報告会 23人

学生実習生・インターン生の受入人数 7人

参加者計 1,856人

図１　自然しらべ参加者がしらべてくださった海岸（調査地点385カ所）
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　ツメタガイは、灰色がかった褐色の５cm程度になる
球形で、やや厚質の貝殻を持つ巻貝です。干潟から内湾・
外海、さらに泥底・砂底と様々な環境に生息しています。
北海道から九州までに分布し（沖縄には近似種がいま
す）、多くの海岸に打ち上げられます。巻貝の少ない場所
でも確認でき、調査しやすく、データの得られる地点の
基本となるということと、各地での現地調査の結果、近
年の減少傾向は認められず、その確認を行う目的から、
調査対象としました。
　その結果は予想通りで、北海道から九州にかけて147
件見つかり、タカラガイ類に次いで２番目に多い報告数
でした。特に、日本海側では集中して報告された地点は
ありませんが、およそ全域から報告を頂きました。また、
瀬戸内海でも多くの確認地点がありました。北海道の南

北・東北地方太平洋岸・九州南西部・琉球列島からの記
録はありませんでした。北海道と琉球列島は分布の両端
なので、得られなかったと考えられ、他の２地域は報告
されたデータ自体が少なかったことによるものと考えま
した。この記録の多さから、最初に想定したように、ツ
メタガイでは減少傾向は認められないと判断しました。
　ツメタガイとその仲間（タマガイ科）は肉食性で、二枚
貝等に数mmの穴を開け、中の身を食べてしまいます。
そのため、海岸にはツメタガイなどに捕食され、穴のあ
いた貝殻をみかけることも多々あります。この仲間の卵
は小さく、砂茶碗（すなじゃわん）と呼ばれる砂粒からな
る薄い塊の中に多数、産み付けられます。時に、この砂茶
碗が海岸にまとまって打上げられる様子が見られます。

 ツメタガイ

Ⅱ 調査結果
対象種から得られた成果

（1） 海岸の状況をしらべる

Ｎ
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対象種から得られた成果
ツメタガイ　 マテガイ

　細長い平行四辺形をした二枚貝で、内湾の干潟に多く
生息しています。マテガイは人工海浜にも定着している
例も多く、干潟環境を指標する種として対象としました。
ただ、同じような形をしたエゾマテガイ・アカマテガイ・
オオマテガイなどの種類があり、必ずしも完全でよい状
態の標本写真ばかりではなく、詳細に種まで同定できな
いものも比較的多かったのですが、ほとんどがマテガイ
で、北海道周辺ではエゾマテガイが見られる程度でした。
　全部で77件のデータが送られてきました。やはり東
京湾・伊勢湾・瀬戸内海といった内湾からかなり多くの
報告がありました。日本海側では、干潟が少ないためか、
記録はあったものの少数でした。北海道からも少数なが
らエゾマテガイがオホーツク海側を含めて確認されまし
た。
　自然の干潟が激減してしまった東京湾などでも記録が

多かったことから、これまでの観察とあわせて、人工海
浜にも定着している種と言えそうです。人工の干潟でも
砂粒の粗さや浜の傾斜によっては、マテガイも定着でき
ない可能性もありますから、せめてマテガイが生息でき
るような干潟の造成が必要でしょう。
　潮干狩りの時に、この貝の潜った穴に塩を入れて飛び
出してくるのを採る“まて掘り”で、マテガイを知って
いる人も多いでしょう。微妙なタイミングで貝を砂から
引き上げる必要があるので、大変面白いものです。また、
塩焼きにすると独特の風味があり、様々な地方で好まれ
ています。よく似たアゲマキという種は、有明海に多か
ったのですが、日本では絶滅に近い状況にあり、中国で
は大量に養殖されています。時に、アゲマキがマテガイ
として売られていることもあります。

 マテガイ
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　サクラガイには類似した種が多数あり、今回の調査で
もピンク色をした多くの種類の二枚貝がサクラガイとし
て写真が送られてくることが予想されました。写真で、
どこまで正確に同定できるか少し不安でしたが、カメラ
などの機能が向上し、また撮り直しも簡単なことからと
思われますが、ほとんどのものが同定できました。もち
ろん、写真による同定なので精度は落ちますが、種ごと
に分布図を作成して、傾向を判断しました。分布図を示
した種は、サクラガイ・カバザクラ・オオモモノハナ・
モモノハナ・ユウシオガイの５種で、その他にも殻の表
面に細かな斜めのスジのあるミクニシボリザクラ・ハス
メザクラ・トバザクラなどの種も含まれていました。全
部で約90件のデータが寄せられました。
　サクラガイは内湾に生息する種で、東京湾を含め、比
較的多くの地点から報告がありました。特に、以前はウ
スイロザクラという名前で区別されていた北海道のもの
もまだ健在であることもわかりました。虹色の金属光沢
を持ち、外海に生息するカバザクラも関東地方と日本海
側を中心に、やや多くの報告がありました。特に、観察

会を行った三重県河芸町では、極めて多くのサクラガイ
が打ち上がっているのが確認できました。
　同じサクラガイ類でも、一方（後方）が尖る仲間には、
モモノハナ・ユウシオガイ・オオモモノハナ等がありま
す。モモノハナとオオモモノハナは主に外海の細かな砂
の浜に生息しており、両種とも10ケ所以下しか報告が
ありませんでした。一方、ユウシオガイは内湾の干潟に
生息する種で、本州中部以西に広く分布していた種なの
ですが、記録は九州周辺からのみでした。東京湾でも高
度経済成長期以前には多く見られたようですが、現在で
は確認できない状況とも合致しています。この３種は、
未だ回復には至っていない種と言えるでしょう。同じよ
うなサクラガイの仲間ですが、種によって回復の状況が
違っているのが、今回の調査でよくわかりました。
　一般の人には、同じように見える貝にも多くの種類が
あり、それぞれが少しずつ違った環境にすんでいます。
サクラガイの仲間は、砂や泥にもぐって生活しており、
水質と共に、潜っている場所の粒の粗さが生存に影響を
与えるようです。

 サクラガイ
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対象種から得られた成果
サクラガイ　 カバザクラ　 オオモモノハナ

　 モモノハナ　 ユウシオガイ

 カバザクラ

 モモノハナ

 オオモモノハナ

 ユウシオガイ
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　内湾に生息するハマグリとは別種で、サーフィンをす
るような波の荒い外海の砂浜にすんでいます。よく見
られるものは殻の長さが６cm程ですが、大きくなると
10cmを越える個体も見られます。強い波で砂から出さ
れても、早く砂に潜れるように、足の筋肉が発達し、殻
の縁も抵抗を少なくするために直線的です。また、東北
地方太平洋岸にも分布するため、震災後の影響を調べる
ためにも、選定しました。
　その結果、宮城県を含む本州太平洋岸、および新潟県
以南の日本海沿岸から九州の広い地域から、比較的多く
の42件のデータが寄せられました。チョウセンハマグ
リは、まだ健在であると判断しました。
　和名にチョウセンと付いていますが、朝鮮半島にはほ
とんど分布しません。日本のハマグリとは違うというこ
とで、江戸時代に名付けられました。このように朝鮮半
島に分布しないのに、江戸時代にチョウセンという和名
を付けられた種には、日本のフデガイよりも大きく、紅
色の斑紋が見事なチョウセンフデという例もあります。

　一見すると貝に思えないような形をした５cm程度の
白色で、筒のような形の貝です。ツノガイ類は、巻貝や
二枚貝とは全く異なる仲間です。巻貝のように眼を持つ
頭はなく、大きく開いた方から二枚貝のような足を出し、
砂や泥の中に潜り、糸のようなものを出して、海底のゴ
ミを集めて食べています。海岸に打ち上げられるような
浅い海にすむ種は少なく、深い海底から数十種が知られ
ています。この種は、およそ８つの角があることから、
名付けられています。ただ、角の数は５－９まで変異し、
以前は角が強く張り出す６角のものをムカドツノガイと
して区別していました。潮干狩りをするような干潟では
見られませんが、内湾から外海の砂や泥の海岸によく打
ち上がっていたものです。それが、近年は見られる数が
激減しているように感じており、調査対象としました。
　今回の調査では、37件のデータが寄せられましたが、
関東地方には多かったものの、他の地域ではほとんど記
録されませんでした。この中には、東京湾の人工海浜の
養砂中の化石も多く含まれていたことも特徴的でした。
そして、本州の日本海側でも分布は確認されているもの
の、今回は調査記録が届きませんでした。これらのこと
から、全国的に見て、未だ回復傾向が遅い種と判断しま
した。
　この貝は、その形と白色の色彩および打ち上がってい

る数の多さから、様々な貝細工に用いられてきた貝です。
今回の調査でもわかる通り、これらの貝の激減は伝統的
な貝細工という文化にも大きな影響を与えているとも言
えると思います。

 チョウセンハマグリ

 ヤカドツノガイ
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対象種から得られた成果
チョウセンハマグリ　 ヤカドツノガイ

　 イソシジミ類

 イソシジミ類

　殻の長さが４cm位の濃い紫色で、楕円形をした平た
い殻を持つ二枚貝で、干潟や河口域・内湾の泥の混じっ
た砂に深く潜ってすんでいます。ただ死んだ殻は比較的
よく打ち上げられます。東北地方太平洋岸には、この仲
間のワスレイソシジミも河口域に分布しており、地震に
よる影響（河口域の変化）の有無や、全国的な干潟・内
湾の環境を知るために、対象種として取上げました。日
本で見られる種類には、イソシジミ・ワスレイソシジミ・
北方系のエゾイソシジミの３種があり、写真で３種を区
別することは難しいのですが、種ごとに分けてみました。
エゾイソシジミと考えられるものはありませんでした。
　その結果、北海道以南から30件のデータが送られて
きました。関東地方・伊勢湾に多い傾向にあり、瀬戸内
海や日本海の記録は少数でした。北海道から九州までの
広い地域に分布していたのですが、今回のデータ報告数
から西日本を中心に未だ回復していない可能性が考えら
れました。東北地方太平洋岸では、青森県から報告され

ましたが、三陸地方からの情報はありませんでした。こ
れは、他の種でも情報が極めて少なかったことによるも
ののようで、地震の影響かどうかわかりませんでした。
　イソシジミ類は、釣り餌の「あけみ貝」の方が良く知
られているかもしれません。チヌ用の餌として、伊勢湾
産（あけみ貝自体が、元はこの地域の地方名）以外にも
国外からも輸入されているようです。この釣り餌由来だ
と考えているのですが、近年姿を消していた東京湾でイ
ソシジミ類が確認されたり、食用に元は日本産ではない
可能性のあるものが販売されていたりしています。アメ
リカ東岸にも、東アジアのワスレイソシジミが定着して
増えているようです。このような外来種の増加傾向は、
今回の調査では明らかではなかったのですが、数年後に
は各地でイソシジミ類が見られるようになるかもしれま
せん。
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　ミクリガイは、形が栗の実に似ている所から名付けら
れ、殻高４cm程度の菱形をした巻貝で、やや内湾的なと
ころから外海の潮間帯下部から水深数十ｍの砂泥底にす
んでいます。分布は、房総半島および富山湾以南ですが、
日本海側での記録は少なく、またやや深い海底にすんで
いるようです。分布域内では、広範囲に見られ、過去に
は海岸での打上げ個体数も比較的多かったものです。
　以前は同じ科に含められていたバイ（現在は別な科：
バイ科）では、主に1990年代から2000年代に“環境ホ
ルモン”の有機スズの影響により激減してしまいました。
その後、バイでは、有機スズの使用規制によるためか、
各地で回復が報告されるようになっています。ミクリガ
イでは、環境ホルモンの影響に関する研究は知られてい
ませんが、バイの減少と同時期に、海岸で見られること
がかなり少なくなったことから、同様な要因により激減
したと考えられます。その回復状況を知りたいと考え、
対象種としました。
　今回は、27件のデータが送られてきました。太平洋岸
と玄界灘から報告があり、すこし回復してきたと判断し
ました。ただ、まだ報告数・地域は少なく、以前はヤナ
ギノイトとされた瀬戸内海からの記録は届かなかったこ
となどから、当然、過去のような生息状況ではないと思
われます。

　ミクリガイには類似した種が多いものの、今回の報告
では他の種も極めてわずかな報告だけでした。また、ミ
クリガイという種自体、地域によって、殻の表面のスジ
が粗かったり（主に九州）するような変異があり、これ
らが別種かどうか、今後の研究が期待されます。

　ベニガイは、外海の細かな粒の砂浜に生息する二枚貝
で、６cm程度の細長く、一方が細くなり、かなり薄い殻
で、きれいな紅色をしています。和名も、その色をずば
り表したものとなっています。その色合いから、ベニガ
イは貝細工などにもよく利用されてきました。分布は、
本州から九州までの広い地域にわたり、琉球列島には類
似した別種が主に内湾に生息しています。以前は、各地
で見られ、打上げられる個体数もかなり多かったのです
が、20世紀末ごろには激減し、ほとんど見られなくなっ
てしまいました。ただ2000年代の中頃から、また各地
でみられ始めました。そのため、今回の調査では、外海
に面したさらさらした砂の海岸の状況を知るために、対
象種として取上げました。
　その結果、25件の報告があり、その分布は太平洋側で
は房総半島、日本海側では津軽半島以南の九州まででし
た。特に、福岡県では多数打上げられた写真も届きまし
た。調査地点の比率から、日本海側にやや多いのではな
いかと判断できました。この結果から、ベニガイは一度
減少したものの、回復傾向にあると考えられます。ただ、
この貝のすめる海岸環境は、まだ以前と同程度までは戻
っていないこともデータから読むこともできるでしょ

う。さらさらした細かい砂が好きなベニガイでは、ダム
や防波堤の建設で海岸の砂粒の粗さが変化して、減少し
たのかもしれません。

 ミクリガイ

 ベニガイ
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対象種から得られた成果
ミクリガイ　 ベニガイ

ビワガイ

　楽器の琵琶に似た形の貝の巻貝で、殻の長さは10cm
程です。主に生息している水深は20ｍ程度でやや深い
のですが、房総半島以南の外海の砂浜で多くはないもの
の、時に拾うことのできた種です。以前には各地で見ら
れたのですが、近年ではほとんど見つけられないように
感じていました。そのため、外海の砂浜の環境を指標す
る種として対象としました。
　今回の調査では、千葉県館山市・愛知県渥美半島・和
歌山県美浜町・愛媛県伊方町・福岡県志賀島の５地域か
ら12件の報告があっただけでした。一地域の報告数が
重複している訳で、打ち上がる所は限られますが、そこ
ではそれほど珍しくはないだろうということを示してい

ると思われます。福岡県を除き、他の４地域は太平洋側
に位置しています。本州日本海側から福井県辺りまでの
分布記録があるものの、今回の調査では発見されません
でした。主な生息水深で行われる各地の底曳網や刺網等
にビワガイが混穫される例もほとんどないことからも、
今回の調査報告と一致します。これらのことから、ビワ
ガイは回復傾向にないと判断しました。減少および回復
しない要因は不明ですが、あまり汚染等の影響を受けな
いように感じられる外海の環境ですが、人間活動の影響
が及んでいることを今回のデータは示しているのだと思
います。

 ビワガイ
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　殻の表面にニスを塗ったような光沢のあるきれいな貝
で、コレクションする人も多数います。熱帯性の貝類で、
東北地方以南に分布しています。興味を引く仲間である
ことと、温暖化の影響を調べるために対象種としました。
日本のタカラガイ類としては、深海産の種を含めて90種
程が知られています。今回の調査でも、41種と多くの報
告を頂きました。ただ、海岸に打上げられてすり減って
しまうと、種に特徴的な模様がなくなり、写真での種の
同定が困難なものもありました。
　最も多くの160件の報告がありました。その中で、最
多のデータは主に温帯に分布するメダカラで、北は太平
洋岸の千葉県、日本海側の佐渡島が最北の記録でした。
同じく温帯にすむチャイロキヌタも同じ地域が北限の記
録で、日本海側からも比較的多くの報告をもらいました。
珍しい記録としては、南方系の貝が打ち上がることで有
名な和歌山県串本町で、ホシダカラ・ヒメホシダカラ・
ジュズダマダカラが得られていました。特にホシダカラ
は２回も記録されています。また、タカラガイが多くな
い瀬戸内海の大分県大分市からはメダカラとチャイロキ

ヌタの写真がありました。
　ただ、いずれの記録もこれまでに報告されている分布
範囲内のものであり、今回の調査で北限を更新するとい
うことは残念ながら見られませんでした。しかし、以前
は少なかった和歌山県での３種や瀬戸内海での記録は、
海水温の上昇や黒潮の影響が強かったことを示している
可能性があります。
　ちなみにタカラガイの名前は、宝貝と書き（中国語で
も同様：発音は「ぱおぺい」）、日本の縄文時代に相当す
る頃には中国でお金として使われていたことに由来しま
す。縄文貝塚からも、遠くの地方から持ち込まれたタカ
ラガイが出土しています。沖縄では縄文時代には磨いた
装飾品が、後の時代になると網の重りなどに使われたタ
カラガイ類が遺跡から発掘されています。ただ、日本で
はお金に使われた形跡は全くありません。

 タカラガイ類
（2） 地球温暖化のようすをしらべる
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対象種から得られた成果
タカラガイ類

イソハマグリ　 ウバガイ

　２cm程度の小形・白色の二枚貝で、少し波当たりの
弱い粗い砂の海岸の潮間帯にすんでいます。熱帯地方に
多い貝で、沖縄等ではよく見かけられます。過去には、
紀伊半島でも生息が確認されていましたが、本州から九
州では近年、ほとんど見られなくなっていました。そこ
で、沖縄方面から新たな分布拡大があるのか、また本州
から九州で残っているところはあるのかということを知
るために、対象種としました。
　その結果、８件の報告があり、１例の愛媛県のデータ
を除き、他は全て沖縄県からのものでした。愛媛県のデ
ータが、前述の新たな分布拡大か、元から生息していた
ものの残存かは判断できませんでしたが、私は前者の可
能性が高いのではないかと考えています。
　この貝は、潮間帯で簡単にまとめて採集されることも
あり、沖縄では先史時代の貝塚などからも多数出土しま
す。ダシの出る貝として、利用されていたようです。
　

　大きくなると10cm程度にもなる大形の二枚貝で、む
しろ食用名としての「ほっき貝（北寄貝）」の方が良く知
られているかもしれません。濃い赤紫色の足の部分を寿
司や刺身で食し、適度な歯ごたえと甘みがあります。食
用でよく知られた種であることや房総および男鹿半島以
北から記録のある北方系種で、地震による東北地方太平
洋岸の影響や地球温暖化による分布域の変化をみたいと
考え対象種としました。
　全部で26件の報告があり、千葉市の人工海浜、関東地
方太平洋岸・福島県と青森県および北海道からのもので
した。一部には、食用後の殻の廃棄や人工海浜の養砂由
来の化石の記録も含まれている可能性がありますが、こ
れまでの分布南限の関東地方からも比較的多くの報告が
あったことから、温暖化によって分布域が北へ移ったと
いうことはないようです。

 イソハマグリ

 ウバガイ
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　大きくなると10cmを越える厚い殻を持つやや細長
く、平たい二枚貝です。北方系の種で、房総半島および
島根半島以北から北海道までの記録があります。外海の
砂浜にすむ貝で、分布域の南側では大きな個体の打上げ
は稀ですが、小型のものは比較的良く見られます。北方
系の貝の分布域および東北地方の地震の影響を見るため
に、対象種としました。
　しかし報告数は少なく、全部で８件の報告があり、そ
のうちの７件が北海道南部からのもので、他に千葉県で
１件の例があっただけでした。千葉県の例は、東京湾の
人工海浜の養砂の化石のものでした。そのため、全体的
な傾向を把握することは難しいと思われました。
　サラガイは、食用としても一部では有名で「白貝」の
名前が一般的です。石川県の金沢では珍重されるようで
す。また、今回の報告にもあったように、千葉県の新生
代の地層からは化石として多く産出します。大きくて、
厚く、割れにくいので化石発掘入門者には人気がありま
す。

　ハマグリ型の白色の二枚貝です。外来種のホンビノス
ガイを対象種としたこともあり、良く似ていて、元々北
日本にも生息しており、温暖化で海水温が上昇するとそ
の分布域が北に移動する可能性も考えられることから、
ビノスガイを対象種としました。殻は普通ホンビノスガ
イより大形で、８cm程のものも多く見られます。主に波
の荒い外海の砂浜に生息します。
　今夏の報告数は５件とかなり少なく、４件が北海道と
青森県のものであり、１件が千葉県の東京湾のものでし
た。東京湾の例は、人工海浜の養砂として房総半島の山
砂が用いられており、その中に含まれていた化石である
と考えられます。全体の報告数が少なく、温暖化の影響
を判断することはできませんでした。
　ビノスガイの名前は、この貝が以前、女神のビーナス
に因んだ二枚貝の属名「Venus」が広く用いられていた
ため、日本では、その音と意味から「ビノスガイ」、漢字
では「美之主貝」とされました。またホンビノスガイは、
ビノスガイに似ていていることから、“本場”・“本物”の
美之主貝と名付けられています。動物には、ヨーロッパ
やアメリカに分布する日本産の種に類似したものにホン
○○○○○と付けることも多々あり、この貝もその一例
です。北海道の縄文時代には、この貝を細かく割って、

きれいに磨いた貝玉が作られていました。殻が厚く、磨
くと鈍く光ることから選ばれたものだと思われます。

 サラガイ

 ビノスガイ
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対象種から得られた成果
サラガイ　 ビノスガイ
アオイガイ　 ルリガイ

（3） 海流の状況と年による違いをしらべる

　 カイダコという浮遊生活を送るタコのメスが作る貝
殻で、薄く、紙でできているようにもみえるものです。日
本海側で冬季の季節風によって海岸に打上げられること
が良く知られています。ただ、分布は熱帯域から温帯域
にまで及びます。このような浮遊性の貝から海流の変化
をみるということで、今回の対象種としました。名前は、
殻の形が徳川家の三つ葉葵でよく知られている植物のア
オイの葉の形をしている所から名付けられています。
　この貝は、冬季に打上げられた貝の破片が海岸の上部
で発見され、僅かな報告があるだけだろうと予想してい
ました。しかしこの予想は見事に外れ、「今年は夏季にも
打上げられていました」というコメントもあり、日本海
側を中心に18例の報告となりました。一方、太平洋側で
は、房総半島の先端だけからのデータでした。
　また、共催の読売新聞で「アオイガイを拾ったらヒー
ロー」とした記事と写真が掲載されたことにより注目を
集め、調査期間以前の記録写真が全体の1/3を占めてい
ました。その傾向も、夏季の調査とほぼ同様でしたが、
これまでほとんど報告のなかった北海道での記録など、
貴重なものもありました。※今回の調査では2012年の
データのみ資料としました。

　このように、
浮遊性のアオイ
ガイでは、年に
よっては夏季に
も打上げられることがわかりました。一方で、確認地点
はやはり日本海側が大多数を占めている状況はこれまで
と同様でしたが、近年北海道でも記録されていることも
教えて頂きました。

　紫色（＝瑠璃色）をした薄い貝殻を持つ３cm程度の巻
貝で、熱帯から温帯の海の海面に浮かんで生活し、同じ
浮遊生活をしているクラゲのカツオノエボシなどを餌に
しています。この貝は、時に大量に海岸に打ち上げられ
ることもあり、海流の年による違いをしらべるため、対
象種としました。この貝を見つけるのは、ちょっとした
コツがいるかもしれません。海岸に漂着した時には波打
ち際で見られますが、しばらくすると浮遊生活のため殻
が軽いので、海ぎわではなく風で運ばれて陸側の草の根
本などで発見できることも多々あるからです。
　送られてきたデータは極めて少なく、愛知県からの２
例のみでした。ルリガイによく似て、同じ生活を持つ種
にアサガオガイなどもあり、やはりアサガオガイが２件、
ヒルガオガイが１件届いただけでした。また、全体とし
て貝類採集の通（つう：貝殻の質などから、送付写真を
見ると、貝のことをよく知っている人かどうかある程度
わかります）からのデータもある程度含まれていたもの
の、上記のような少数例のみでした。
　このことから、調査を行った2012年の夏には、全国
的にルリガイの打上げはかなり少なかったものと判断し
ました。同じ浮遊性種でも、アオイガイは多かったのに

対し、ルリガイ
は極めて少なか
ったということ
がわかり、この
ような違いなど
も、これまでほ
とんど指摘されたことがなく、全国一斉に調査すること
で興味深い結果を示すことができました。

 アオイガイ

 ルリガイ

Ｎ

ㅡ0ㅡ 200ㅡ 400㎞

Ｎ

ㅡ0ㅡ 200ㅡ 400㎞

16Ⅱ 調査結果



（4） 外来種の分布拡大状況をしらべる

　イタリア料理のムール貝としてよく知られる濃い紫色
の三角形をした５cm程の二枚貝です。戦前に地中海か
ら船の底に付いて日本に来た外来種です。内湾の人工構
造物を中心に爆発的に増加して、船の底に付いたり、発
電所等で海水を出し入れする管の内面に付着するため、
世界および日本の侵略的外来種ワースト100にも挙げら
れています。北海道周辺等には、形がそっくりな別種、
キタノムラサキイガイが分布します。外来種の分布拡大
傾向を調べるため、取り上げました。
　今回、この２種を合わせた報告をまとめて示しました。
110件と多くの記録が寄せられ、現在では北海道から九
州まで、広く分布していることがわかります。沖縄からも
漂着したブイ等に付着したものが見つかったという記録
がありますが、今回の調査では、沖縄からの報告はなく、
亜熱帯域では定着できていないようです。持ち込まれて
から約１世紀の間に、日本の温帯の全域に定着したこと
がわかります。また、近年、ムラサキイガイの減少も記録
されているので、今回の分布記録が極めて多くなかった
のは、この現象の影響や、自然の岩には余りすまないこと
から砂浜での調査では少なかったことも考えられます。

　日本で食用に
しているムール
貝は、必ずしも
ヨーロッパ等から輸入されたものではなく、沖のブイに
付着しているものを利用することも多いようです。さら
に近年は、チリ等からよく似た種が冷凍で安価で輸入さ
れています。

　巻貝ですが、巻いた部分が小さく、１枚の殻のように
見えます。内側には、体の入っている部分を守る板状の
部分があります。その形から、英語ではスリッパ貝と呼
ばれています。北アメリカ原産の外来種で、1968年に
東京湾口で最初の個体が採集され、船底に付いてきたの
ではないかと言われています。現在では、北海道南部か
ら九州にまで広く分布し、内湾にも、外海にも生息しま
す。外来種の分布の広がりや見られる頻度をしらべるた
めに、対象種としました。
　今回の報告では、東北地方南部から伊勢湾・瀬戸内海
から76件と多くのデータが寄せられました。一方で、日本
海側からは、石川県羽咋市と山口県下関市から各１件の
みの報告しかなく、日本海では多くは生息していないこと
が推測されます。日本で確認されてから約45年間の分布
拡大の様子をうまく示せましたが、これまでに知られてい
たよりも新たな分布拡大の報告はありませんでした。た
だ、関東地方を中心に多くのデータが寄せられ、ムラサキ
イガイと共に、良く見られる貝になってしまっています。
　この貝はサザエやアカニシ等の巻貝の上に付いている
のも良く観察され、巻貝のフンも餌にしている可能性が
あります。一方、この貝が多く付着すると巻貝の成長に
とって少しは影響があるのかもしれませんが、今のとこ

ろ、直接的な被
害等は知れられ
ていないようで
す。この貝は、
性転換をするこ
とでも有名で、
大きなメスの上に、小型のオスがいくつも付いているこ
とも珍しくなく、メスが居なくなると、オスが成長して、
メスとなります。

 ムラサキイガイ

 シマメノウフネガイ
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対象種から得られた成果
ムラサキイガイ　 シマメノウフネガイ

ミドリイガイ　 ホンビノスガイ

　光沢のある緑色をしたイガイで、東南アジアに広く分
布し、元は日本には生息していなかった貝です。1980
年代中頃以降に太平洋岸の各地で一挙に確認され、東京
湾等では定着が確認されました。大きくなると10cmを
越えますが、寒さに弱いので、日本では主に温排水の出
口等で冬を越し、繁殖しているようです。この種は外来
種とされ、環境省の要注意外来生物にも指定されていま
す。ただ、東南アジアでも食用に養殖されており、一時
期にこの種のプランクトン幼生が海流に乗って運ばれて
きた結果かもしれず、外来種でない可能性もあります。
　今回、15件の記録が報告され、最初に発見された東京
湾と相模湾からの情報がほとんどで、他には僅かに愛媛
県と鹿児島県から各１件の確認があっただけです。ムラ
サキイガイとは異なり、ミドリイガイでは約30年の間
に、それ程多くならなかったことがわかりました。その
要因は不明ですが、やはり熱帯性の貝類なので、寒さに
弱いのかもしれません。
　ミドリイガイによく似た緑がかった色の種で日本でも
食用にされる種に、大きさが10cm近くのパーナ貝があ
ります。名前は、ミドリイガイも属するPerna属に由来
します。この貝はニュージーランドで養殖されたものが

冷凍で持ち込ま
れているので、
殻は海岸で拾わ
れることがある
かもしれません
が、外来種とし
て定着することはないと考えられます。

　普通５cm位のハマグリ型の二枚貝で、北アメリカ東
岸原産の種ですが、20世紀末に東京湾に定着している
のが確認されました。その後、東京湾では、どうやら酸
素の少ない状況にも耐えられること等により、急激に増
加し、大阪湾でも発見されました。このような新しい外
来種の分布の拡大の状況をみるために、対象種としまし
た。
　その結果、集まったデータは16件で、全て東京湾の千
葉市からのみでした。今回のデータだけでは確実な判断
はできないのですが、それ程、国内には広がっていない
と考えられました。同じ外来種でも、ホンビノスガイが
東京湾からの報告しかなかったことは、付着型のムラサ
キイガイやシマメノウフネガイが各地で見られたのとは
対照的です。ホンビノスガイはアサリのように砂の中に
潜っており、国内でも移動しにくいのかもしれません。
また生きたままで売られていますので、決して東京湾以
外の地域でこの貝を放してはいけません。ただ、東京湾
に広がったホンビノスガイを駆除することは不可能です
ので、せめて食用に採集して除去する必要はあると思い
ます。
　ホンビノスガイは、アメリカではスープ類（クラムチ
ャウダー）の具として用いられます。クラム（clam）は、
ハマグリのような二枚貝を表す英語で、日本のアサリの

ように、アメリ
カではホンビノ
スガイが食用と
して多く利用さ
れています。そのため、ホンビノスガイは、殻の大きさ
によって呼び名の異なる出世貝なのです。また、食用と
しての意図的な導入を含め、アジアなどでも養殖・分布
しています。日本へのホンビノスガイの移入方法はわか
りませんが、食用に持ち込まれたもの由来の可能性も高
いと考えられます。

 ミドリイガイ

 ホンビノスガイ

Ｎ

ㅡ0ㅡ 200ㅡ 400㎞

Ｎ

ㅡ0ㅡ 200ㅡ 400㎞
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Ⅲ 報 告
砂はま観察会＆貝がら教室のイベントの記録

　親子から大人まで誰でもが気軽に参加できる「砂はま
かんさつ会＆貝がら教室」を、神奈川県、千葉県、東京都、
三重県で実施しました。小学生のお子さんを持つ親子を
中心に、貝がらに関心のある多様な参加者が集まりまし

た。各日とも天候に恵まれ、室内レクチャーとフィール
ド実習を実施することができました。（東京都の回は終
日室内レクチャーのみ）

� 7月7日（土）  会場：材木座海岸・パタゴニア鎌倉店（神奈川県鎌倉市）  参加者78人
講　師：池田等（元葉山しおさい博物館館長）、福田良昭（相模貝類研究談話会）

 きれいな貝殻がたくさん拾えて、その貝の名前も分か
ったので、すごく勉強になり楽しかったです。あと、
同じ種類に見えても、細かい種類に分けられていてび
っくりしてすごかったです。
 とても楽しい時間を過ごせました。海は色々な生きも
のがいて楽しいのですが貝もたくさんの種類がある
と知りとても勉強になりました。
 いつもはただ貝
を拾って集めて
いただけなので
すが貝がら教室
に参加して、更
に楽しめるよう
になりました。
これからも自然
を大切にし楽しんでいきたいと思っています。
 海にも入れて、海の生きものもいっぱいいました。
 色々な貝殻やシーガラスを探せて楽しかった。最後に
サクラガイを見つけられました。
 先生のお話、楽しく拝聴しました。子供達の好奇心に
は驚きました。ありがとうございました。
 初めてたくさん貝を拾ったので楽しかったです。
 非常に勉強になりました。子供達と楽しいひとときが
過ごせました。
 すごく楽しかったです。先生のお話をもっ
と聞きたいと思いました。砂浜で貝を拾っ
た後の説明の時間をもっととって欲しかっ
た。また、次回開催されれば参加したいで
す。
 雨も降らず暑くもなく、快適に貝を拾うこ
とが出来ました。私は、大人一人での参加
でしたが、子供達の参加が多くにぎやかで
楽しかったです。
 子どもの頃から、地元の腰越海岸を散歩し
ていますが、七里ヶ浜、由比ヶ浜、材木座
と少し離れるだけで少しずつ拾える貝の様

相が異なる
ような気が
して、とて
も面白いで
す。これを
機に、色々
と調べに行
こうと思っ
ています。
 海のないところで育ちましたが、一年前に材木座に越
してきました。毎日主人と２人で散歩で貝を拾いに行
っています。それからずっと興味がわいてきました。
今日は楽しくお聞きすることが出来ました。
 午前の採集は、皆で集めるとずいぶん多くの種類が見
つかるものだと思った。午後の講義では、豊富な話題
でためになり楽しんだ。
 貝がらをもっともっと知りたいと思った。大勢で見つ
けると、色々見つかってよかった。
 浜辺をじっくり観察する良いきっかけになったと思
います。
 名前の分からなかった貝の名前も教えてもらいすっ
きりしました。ますます貝集めが楽しくなりそうで
す。今度はぜひ、貝がたくさん拾える冬場にどこか磯
もある海岸でお願いします。
 先生のお話、楽しく拝聴しました。子供達の好奇心に
は驚きました。ありがとうございました。

参 加 者 の 感 想
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砂はま観察会＆貝がら教室のイベントの記録

� 7月8日（日）  会場：稲毛海浜公園、稲毛民間航空記念館（千葉県千葉市）  参加者30人
講　師：黒住耐二（千葉県立中央博物館主任上席研究員）、谷口優子（房総貝類談話会）

 人工海浜で貝殻探し？と思って参加したが、思いのほ
か豊かな貝相に驚きました。昔の東京湾で潮干狩りを
した経験があり、最近の海浜がどうなっているのか気
になっていました。埋もれてしまった貝たちには気の
毒ですが豊かな海があれば、生き物は戻ってくるのだ
と知りました。
 ただの貝殻がなんと楽しいものだったのか！という
ことを知ることが出来ました。同じ貝殻のようでも
2000年前の貝殻だったり、少しすり減っているだけ
でほとんど同じ形を保っているというのも驚きでし
た。貝殻だけで、世界や古代の歴史にまで話が広がっ
て、わくわく楽しい時間でした。ありがとうございま
した。
 またやりたいです。また来ます。いっぱい貝殻が見つ
かって嬉しかったです。海もきれいでした。面白かっ
たです。
 今まで知らなかった貝の種類を分かりやすく教えて
くれたのでよく分かり楽しかったです。
 海のこと、貝のことがわかり勉強になりました。貝殻
探しが、宝探しのようでストレス解消になりました。
 稲毛海岸の貝の中に化石があるとは知りませんでし
た。絶滅した貝が東京湾に帰ってきているが種類は減
ってきているので今の自然を大切にしたい。今夏また
貝を拾いたいとおもいます。
 貝拾いをして、珍しい貝を拾えませんでした。珍しい
貝を拾っている人がいて、すごいと思ったし、悔しい

とすごく思いました。次回は絶対に拾いたいな。黒住
先生の話で、縦縞イソギンチャクの中にいとかけ類が
あるのがわかった。
 観察会で実際に採取しその場で教えてもらうことで
たくさんのことを学ぶことが出来ました。この機会に
家にため込んである貝も調べて見ようと思います。
 東京湾にもたくさんの貝がいることがわかりました。
小さい頃にはたくさんいたハマグリが絶滅している
とは驚きました。
 はっきりしない天候にイライラしたが何とかできて
良かった。「タマキビが水を嫌う」の実験が面白かっ
た。外来種の多さに驚く。東京湾の貝の様子、理解で
きた。
 貝殻の深～い話が面白かったです。貝殻拾いも夢中に
なりました。
 気軽に“自然しらべ”が出来そうです。また、個人的

参 加 者 の 感 想

に調べて結果を送ろ
うと思います。
 とても楽しみにしてき
ました。実際に学芸員
の方と浜辺で採集でき
て色々な話を聞けまし
た。貝殻教室もとても
勉強になりました。
 館山の方で貝拾いをし
たことがあるが、稲毛
海浜公園の浜でもこん
なに色々な貝が拾え
るとは思えませんでし
た。童心に戻り夢中で
貝拾いを楽しめまし
た。
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� 8月11日（土）  会場：地球環境パートナーシッププラザ（東京都渋谷区）  参加者80人
講　師：清野正義（夢鯨工楽部・海パスタ）、松山伸二（自然観察指導員）

� 9月23日（日）  会場：千里の葦原海岸・三重マリンセンター海の学舎  参加者13人
共　催：自然観察指導員三重連絡会
講　師：黒住耐二（千葉県立中央博物館主任上席研究員）
　　　　白鳥敏夫（自然観察指導員三重連絡会代表）

 普段、潮干狩りや砂浜で見かける貝の裏話が聞けた気
分です。一つ一つは小さくて地味なものも多いと思っ
ていましたが、これからは一つ一つを大切に見ようと
思います。
 貝の名前の由来を知ることができ、大変有意義な1日
でした。じっと見る。特徴をつかむ。分類してみる。
標本をつくる。観察の大切さをあらためて確認できま

した。
 先生の貝がらに対する情熱が感じられました。
 貝がらを砂浜で拾うときの視点も教えていただいた
ので、大変参考になりました。
 家の前の浜でよく見かける貝の名前がわかって、身近
に感じられるようになりました。
 観察会ではマニアックな話が、実物を見ながら聞けて
楽しかったです。

参 加 者 の 感 想

　稲毛海岸の海で拾った多彩な貝がらと、鎌倉材木座で
行ったビーチコーミングで集めた品を紹介し展示を行い
ました。子どもから大人まで多くの方が目を輝かせて見
学しました。
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砂はま観察会＆貝がら教室のイベントの記録

� 2月8日（金）  場所：自然環境情報ひろば丸の内さえずり館（東京都千代田区）  参加人数23名
講　師：黒住耐二（千葉県立中央博物館主任上席研究員）

 個々の貝がらの特徴や全国分布の様子など、とてもわ
かりやすく、ユーモアを加えながら楽しい説明でし
た。
 貝がらの名前と特徴を覚えて、海岸に出かけたいと思
います。
 専門的な貝がらの話しを聞く機会がないので新鮮で

した。また参加したいです。
 貝がらの全般的な話しを聞けて楽しかったです。
 子どものころ楽しんだ貝は、最近見られなくなってお
り、守ってあげなければと思いました。
 タカラガイを中国の王朝が利用していたことなどの
歴史的な話しも面白かった。
 貝がらに興味を持ちました。また調査があればぜひ参
加してみたいです。

参 加 者 の 感 想

《成果報告会》
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自然しらべ活用事例紹介

学校教育での活用と展開
―貝殻から見る佐渡の海―
「伝統文化と環境福祉の専門学校・自然環境学科」の実習で活用して

　貝がら拾いはこれまでビーチコーミングの一環として
授業で取り上げていました。しかし、何しろ佐渡は時折、
大陸からの小型船が漂着し、それがニュースになるよう
な場所ですから、ハングル文字の漂着物が普通に見られ
ます。ペットボトル、洗剤の空容器、なぜか多い使い捨
てのライター、そして廃棄医療器具類などが打ち上がっ
てきます。これらの取り扱いやゴミの意味が当然授業の
中心的な内容となっていました。これはどちらかという
と環境学でも社会的な意味合いが強く、地域の自然に迫
るという本来の授業の目的からすると少しズレが生じて
いました。
　自然しらべ2012が“貝がらさがし”に決まったこと
をきっかけに、「貝がら」をモチーフに地域の自然環境を
知るプログラムとして今回取り上げることにしました。
　具体的には、“貝がらさがし！”のパンフレットを片手
に候補地をまわり、貝殻を拾い集めます。おおよそ6時
限分程度を割きサンプリングを実施。後日、教室で同定
作業を行ったのですが、これが結構厄介で、慣れないと
単なる絵合わせになってしまいます。佐渡出身の学生た
ちはさすがに子どもの頃から食材として、また収集物と
して馴染んでいるせいか、違いを自信を持って指摘して
くれますので、随分と助かりました。そうこうしながら、
どうにかNACS-Jへの報告にたどり着きました。

“貝がらさがし！”の授業展開手法紹介（具体例）
１）調査地の選定
　　貝殻の種類や量が他の地点と比べて多様性に富んだ

国府川河口に決定。砂嘴も発達する砂浜海岸です。
２）調査方法
　ａ）定性調査法：同一と思われる貝殻は拾わず、とに

かく多くの貝殻を集める。
　ｂ）定量調査法：10m×10mのコドラート内の貝を

すべて拾い上げ集める。

３）グルーピングと同定作業
　　各調査でサンプリングした貝を観察し、分類作業を

しますが、ここでは候補地まわりの際に“貝がらさ
がし！”の分類を実施した経験が大いに活かされま
した。ただし、定量調査でピックアップした貝の破
片は強敵で、これらはムリに同定せず保留としまし
た。（写真：付箋紙に同定した種名を記入）

 

４）データ整理（重要な作業）
　　種名、巻き貝／二枚貝、生息場所（底質、水深など）

をエクセルに入力します。
５）分析／解析
　　データからどんなことが判ってくるか？
　　多地点を調査し、比較することによって判ることも

ありますが、定点を決めて、見続けることによって
時間軸の中で判ってくることもあります。まだ始ま
ったばかりですが、毎年１年生の必須授業として実
施する予定です。今のところ出てきた疑問としては、

「風景としては全く見当たらない岩礁環境の存在が
浮上！」「海底の底質や深さがイメージできる!?」

「地図を見ながら海流の影響が気になる？」「川の影
響をどう見積もるか？」などがあります。

　このように、貝がらさがし！を契機として、地域の自
然、地域の生物多様性を具体的に引き寄せることができ
ると考えます。課題もありますが、今後の楽しみもいっ
ぱいです。
 足立高行（日本自然保護協会理事）
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自然しらべ活用事例紹介

　建設業は、自然環境
に直接的な影響を与え
る可能性が高い事業活
動を行っています。特
に弊社は臨海部での建
設事業を得意とし、多
くの社員が海とかかわ
る仕事をしています。
　自然と向き合っての
工事を行う中で、企業
として自然環境に配慮
した計画と施工を実践
していますが、忙しい
業務の中で社員一人ひ
とりが現場の周りの自
然に目を向け続けると
いうことは、なかなか
難しいことだと日頃か
ら感じていました。
　そんな中で「貝がら
さがし！」に参加することは、海にかかわって仕事をする
弊社の社員にとって、自然環境の保全という観点から自 
分たちの仕事を改めて考えてみる良い機会となりました。
　「お昼休みに現場近くの海岸で・・・」「久しぶりに故
郷の海に行って・・」「家族旅行で訪れた先で・・」と、
北は北海道知床羅臼から伊豆七島、北九州門司港まで各
地の社員とその家族から貝がらの写真と感想が送られて
きました。
　仕事で見慣れた海岸も、貝がらをさがすという目的を
持って見つめ直すと今まで気づかなかった別の顔が見え
てきたようです。ある社員からはこんな感想が寄せられ

ました。『同じ地域の海岸でも岩やテトラポッドの有無
など周りの環境によって貝がらの種類が違ったり、貝が
らが一つも見つからなかったりと環境が生物の生息にい
かに影響するのかを実感しました。私たちにとっては同
じような海、海岸に見えても、そこに住む生物たちにと
っては小さな環境の違いが住みやすさに直結するのです
ね。人間の住まいも同じですね。貝がらさがしを通じて
ゴミや環境のこと、生物多様性のこと、様々なことを身
近に感じ考える良い機会となりました。』

田邉貞幸（五洋建設株式会社東京土木支店（兼）
東京建築支店安全品質環境部部長）

企業での活用事例
「社内で「貝がらさがし！」を呼びかけて」
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Ⅳ まとめ
教育支援事業としての意義

　砂浜を歩けば誰もが貝がらを探します。貝の名前をあ
んまり知らなくても、何だかときめくのです。白っぽい
二枚貝はすぐに見つかります。表がツルツルしたのやギ
ザギザの模様がついているもの。50代半ばとなった今
も、きれいなサクラガイを発見したら思わず声が出てし
まいます。
　この夏、首都圏の子どもたち約20人を連れて北海道函
館市に行ってきました。「昆布」の産地を訪ね、日本料理
の味の決め手である「だ
し」を通じて「食」を学
ぶというイベントです。
朝6時前に起きて、陸揚
げされた長さ３メートル
もある昆布の洗浄作業を
見学しました。昆布には
白い砂粒のようなものが
ついていて、それを落と
すのです。よーく見ると、
それは砂粒ではなくて
ホタテガイの子どもでし
た。小さくても大人と同
じ形です。おいしい昆布を食べて、大きくておいしいホ
タテに育つのだと知りました。
　近くには縄文土器の展示施設があって、貝塚の標本に
はびっしり貝がらが折り重なっていました。貝は今も昔
も身近な食料です。貝はお金の代わりにも使われました
し、ほら貝のように楽器にもなります。美しい貝はコレ
クションの対象にも装飾品にもなります。
　貝がらに命はありません。でも、貝がらを探し、思いを

巡らすことは、私たちの命、暮らし、歴史を考えることで
もあります。今回の「貝がらさがし」では貝についての
知識が身についたばかりでなく、そうした様々なことを
ご家庭で話し合っていただけたのではないでしょうか。
　今回はのべ1,856人が参加してくれました。全国448
か所から写真付きの調査記録が届きました。なんと491
種もの貝の報告が寄せられたそうです。一人一人にとっ
ては、貝がら探しは楽しい遊びかもしれません。でも、

日本中でみんなが一緒に
探すことでそれは貴重な
科学データとなります。
それは「自然しらべ」の
大きな役割です。
　読売新聞では、2004
年10月に教育分野の社
会貢献活動を担当する
部署として教育支援部

（現・学事支援部）を設
けました。楽しみながら
言葉について学んでもら
う「ポケモンといっしょ

におぼえよう！もっと四字熟語」の連載は仕事のひとつ
です。「自然しらべ」には、2007年の「セミのぬけがら
探し」から参加しています。
　「自然しらべ」を担当してきたおかげで、セミやチョウ、
貝については社内ではちょっとした物知り博士になりま
した。2013年のテーマはカメ。さて、カメをめぐるウン
チクをいくつ学べるでしょうか。
 木村透（読売新聞東京本社学事支援部部長）
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教育支援事業としての意義
総 括

総 括
　海岸に打上げられた貝殻を拾うことは簡単にできて、
楽しいものです。貝殻拾いでは、生きている貝を殺すこ
ともなく、自然を傷つけることもありません。日本の海
岸に打ち上げられる貝は1,000種を超え、環境の違いや
海のきれいさによって、見つかる種は各地で違っていま
す。貝類の分布は、実はかなり良く調べられていますが、
過去に１回だけ採れた例も含まれており、また2012年
現在の状況は不明です。昔は多くの浜に打上げられてい
たサクラガイなどの種も、海が汚れ、自然海岸が埋め立
てられ、“環境ホルモン”（内分泌かく乱物質等）と呼ば
れる化学物質の影響などで激減しました。また、温暖化
の影響で、以前には見られなかった暖かい海にすむ生き
物が北で確認される例も報告されています。様々な努力
や規制の結果、高度経済成長期の最悪の状況から海の環
境は良くなってきています。このような変化を、打上げ
られた貝を通してみるというのが今回の狙いでした。
　全ての種を対象にすることは不可能ですので、回復傾
向にあると考えられる種・温暖化の影響の考えられる
種・外来種など20種を選び、その貝の写真を送っても
らい、種類を確認しました。その結果、全国の385ケ所
から報告があり、対象の20種だけではなく、それ以外の
貝の方が圧倒的に多く、全部で491種3,640個体に名前
を付けることになりました。
　全体を通しての最終的な結果としては、「温暖化が進
んでいる中、打上げられた貝類を通してみた場合、大き
な変化は見られなかった」、つまり、打上げられた貝類の
組成は激変しているのではなく、現時点では変化はかな
り緩やかだということです。“何だ、大したことないな”
と考えられる方が多いでしょうが、これが実態だと私は
信じています。
　温暖化を見るために、南方系のタカラガイ類を対象に
した結果、41種・160件の報告があったのですが、残念
ながら、新たな分布拡大の例はありませんでした。各地
から報告された種や個体数の組成も、以前とほとんど同
じでした。一方、北方系のウバガイも、これまでの分布
南限の房総半島からも多くの記録が得られ、分布が北に
移ったとは考えられませんでした。もちろん、温暖化は
着実に進行しており、詳細なデータによって貝類でも南
方系種の北上が証明されています。方法による違いや海
底にすむ貝という特性により、結果の見え方が違ってく
ると言えるでしょう。しかし、今回の3,640件のデータ
では、打上げられた貝類に大きな変化は見られなかった
ということです。その意味では、まだ温暖化に対する対
策が間に合うのかもしれません。
　先に“大きな変化は認められなかった”と書きました

が、主に温暖化に対してのことであり、1960-70年代の
高度経済成長期以前には、干潟や砂浜に生息する貝の分
布確認地点は多く、打上げられていた数も多いものでし
た。この間の海の汚染や“環境ホルモン”による減少の後、
今回の調査で明らかにできたことは、ベニガイ・ミクリ
ガイ等の種が回復してきた可能性や、オオモモノハナ・
ヤカドツノガイ等では報告数が少なく、回復は顕著では
ないということでした。印象としては、日本海側で回復
し、良好な環境が残されていると感じられました。
　ベニガイを例にすると、この貝が住める海、それは海
の汚染の程度や海岸の砂粒の粗さ等、様々な要因で決ま
ってきます。ただ、今後も“科学的なデータでベニガイ
のすめる環境”が示されることはないでしょうから（こ
のような研究は日本ではほぼなくなってしまいました）、
むしろ、ベニガイのすんでいる海を守ることの方が自然
保護への近道だと思います。そして、守るべきはベニガ
イという種ではなく、「ベニガイの生息する環境」であり、
同じ環境には多くの希少な生物が生息している可能性も
高く、ベニガイはその象徴と捉えるべきでしょう。
　嬉しかったのは、データと共に送ってもらった調査時
の子どもたちの笑顔の写真でした。ベニガイなど、きれ
いな貝や形の変わった種が拾えると、誰しも思わず微笑
んでしまいます。現在の科学は、ＤＮＡ解析など高額な
機械を用いる研究がほとんどとなっています。しかし、
今回のような地道に打ち上げられた貝に名前を付けて、
その変化をみることも、重要な研究だと確信しています。
お金をかけずとも、楽しみながら、子どもたちといっし
ょに研究できるのは幸せなことだと思います。少子化が
現在日本の最も大きな問題だと思いますが、少なくとも、
次の世代を担う子ども達に、日本にすんでいる貝がいつ
までも生き続けられる環境を残すことが、今を生きる大
人の役目だと改めて感じた調査でもありました。
 黒住耐二（千葉県立中央博物館主任上席研究員） 
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